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木
篇
は
本
誌
第
一
一
十
一
後
笫
七
號
に
揭
诹
せ
る
拙
嵇「

笫
十
七
也
糾
前
中
に
於
け
る
英
國
敗
印
度
會
社
の
狀
態」

の
紐
篇
を
な
す
も
の 

.

で
あ
っ
で
、

1
六
却
八
年
:̂
リ
ニ
七
0
七
咩
顷
ま
で
の
英
國
朿
叩
度
會
社
の
贸
舄
狀
態
を
.記
.述
し
.た
も

£7
>
.で
あ
る
0
從
っ
て
併
靖
$
私

> 

ば
：率
雜
で
あ
る
：o前
篇
す
同
じ
く
、Kr

i
s
h
n
a
'
M
o
r
s
e

等
の
著
作
の
_補
綴
に
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ぎ
な
い
.が
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1间
に
骐
げ
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作
の
外
に
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等
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m
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の

ま

、

^
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し

た
 

5

J
ろ

が

.#
い
如
ら
、

前

！
>

rm
じ
く
引
川
微
所
を
：I.

々

勘
げ
る

烦

を

避

け

た

。
如

ふ

る

に

本

篇

は

少

し

く

多

忙

S
I-
H
/C
.维

を

採

や

た

：
か
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ら
、

意

に

滿

カ

ぬ

ミ

こ

ろ

^
少

な

く

な

い
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そ
れ
等
不
備
，の

點

は

幾

饥

に

も

詉

潘

の

寬
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笫

弋
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英
$

印
度
#

社
が
.

そ
の
競
#

會
社
/2
:

る
和
蘭
東
：印
皞
會
_

を
：始

今

そ

の
.

他
の
#

社
ビ
の
競
爭
に
れ
勝
ち
，
與 

洋
貴
易
に
優
越
な
る
地
位
を
：占
び
る
咚
茧
.つ
た̂

は
‘

、
勝
揭̂

|

に
も
述
.

ぶ
る
が
如
<

、̂
.

七
1{
1

:
紀
後
半
の
こ
ビ
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糸
4

。，.今
0

、
に
英
_

來
印
度
會
社
：の
發
展
時
代
ど
.

題
し
て
㈱

せ
ん
ゼ
す
る
の
‘•も
又
，J.

の
，時
®]
.

に
就
い
.

て
ゾ

あ
'
'る
彳 

委
し
く
着
へ
ば 
>

.「

六

在

鲁

取
&

「

ー.
七
0

七
年
^
至
る
9 

.こ
の
#

代
こ
.

そ
東
印
度
會
社
.

が
最
も
隆
碰
ビ
な
办
、
他
' 

_

國
灘
人
の
羡
域
す
る
ど
こ
ろ
ビ
な
つ
‘

た
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
決
し
て
何
等
の
隊
害
も
な
か
.

つ
た
.

わ
け
で
，は
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^

3

義
印
度
會
離
の
成
會
雪
す
る
英
國
商
人
の
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妨
害
が
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る
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共
に
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他
方
印
度
に
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も
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本
常
な
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稅
等
は
依
っ
て
、
妨
げ
‘
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t

ゐ
た
o
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東
印
度
;#
*

社
'

«

こ
.

れ
等
內
外
の
‘

障
«

ゅ
對
し
‘て 

長
，い
维
闘
の
後
i

く
、こ
れ
を
打
破
し
、
終
に
.

英
國
東
洋
贸
為
‘

の
»

礎
を
#:

立̂

^

'

に̂

づ
た
.

の
：で
あ
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二
六
邪
七
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印
度
會
麻
ば
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他
獨
占
の
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許
狀
を
獲
得
す
¥

や
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念
速
#

そ
の
‘

贸
易̂

^

を
囘
«

じ
、
以
前
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見
な
い
夭
活
戰
を
幾
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で
あ
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先
づ
が
の
#

出
の
方
要
鑛
察
す
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る
ぞ
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一
六
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<

年
.
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月

か

ら

，一
六
六
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^

f

六
年
f

録
ヶ
.

月
’

の
間
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1

八
十
四
の
船
舶̂
:

觉
洋
に
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じ
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の
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出
總
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罅
‘九
九
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內
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金
七
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七
四
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破5
に
達
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た
マ
し
か
し
そ
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の
後
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和
蘭
ビ
の
戰
带
の
た
.

め
、_に
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贸
易
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さ
れ
た
。
從
っ
て
そ
の
後
三
ヶ
年
間
は
會
社
の
質
易
も
不
振
の
狀
態
に
あ
っ
た
。
僙
か
に
小
额
の
貨
幣
及
貨
物
を
粮 

載
し
、.
九

艘

の

船

舶

、
蔓

っ

；
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y

:

#

ま
气
.

'

こ
.

の
三
ヶ
年
は
念
前
六
ヶ
年
ど
^

^

一
 

年
の
平
均
額
を
比
較
す 

れ
ば
货
幣
じ
於
い
.

て
'

八
；分
^

{

ド
じ
足
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- ^

い
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品
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い

て

一

一

分

の

一

弱
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.
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そ
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で̂

」

れ
等
振
不
振
の
#
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を
通
じ
て
、
九
ヶ
年
間
の
總
輸
出
«

は
十
一
ー
寓
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ー
千
破(
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貨
幣
八
萬
六
千
■

破〕

で
あ
っ
た
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上
記
の
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の
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時
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.

る
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ど
：共
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>

來
洋
貴
易
は
非
常
，に
熱
心
に
行
は
る
、
や
ぅ
に
な
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た
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の
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映
は
直
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に̂

易

類

に

猓

作

で

呤

七

年

则
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九

十

九
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舶
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汴
に
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逍
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れ
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六
五
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’

磅
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瓦
び
势
_

赚
商
品
は
，約
六
.+ .

璐
磅
を
« ,

出
し
た
。’

こ
^ :

を
前
.九
ヶ
电
の
一
年
平
均 

V
J

比
較
，す
る
マ」

货
幣
に
於
い
て
十
九
割
|
1
1

分
9

商
品
に
於
い
て
略
-

二
十
割
に
增
加
し
て
ゐ
る
。
か
ぐ
の
如
ぐ
こ
の 

時
®

に
於
レ
て
一
年
平
均
二
十
五
®
三
千
破
の
輸
出
を
見
た
の
は
、
全
C

前
例
.
•の
な
い
ビ
こ
ろ
で
*;

る
0」

緣
に
一
し
、

五
七
平
以
前
に
於
い
て
は
輸
出
總
额 

一̂

十̂

勝
を
越
え
る
こ
S

極
め
て
稀
で
あ
ぅ
、
ニ̂
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に
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笕
十
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i紐

.初
測
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.
:

V

七
伴
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ら

，

.1

1
W
I部

.に
■.至

る

七
卬
間

：，t
:を
，比 

較
し
.

て
見
-

れ
：ば
.

、
.

如
何
に
そ
の
發
達
.

が
■

著
し
か
つ
•

た
，か
を
了
解
す
る
こ
€

が
出
來
る
ビ
思
ふ
。
W

ち
約〗

一
倍
谇
に
達
.

し
て
ゐ
る
。
殊
に
商
品
に
於
い
て
は
前
期
の
ニ
ハ
牛
三
萬
磅
に
對
し
、
八
與
五
千
五
莨
磅
を
輸
出
し
て
ゐ
る
。
こ
の
こ 

ビ
は
叨
か
に
英
國
歲
毛
織
物
が
東
洋
0

市
場
を
獲
得
す
る
乙
ヒ
に
成
功
し
た
、
め
で
ぁ
つ
たV

J

云
つ
•
て

ょ

い

。

し
か 

し
«

社
は
內
外
多
く
の
_
雛
に
遭
迴
し
な
如̂

た
’

ゎ
け
.で
は
な
い
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日
く
、「

英
國
の
東
印
度
貧 

n

勿
は
英
王
國
に
V

J

0

て
最
も
有
利
なW

質
易
.

で
ぁ
る
。
少
ぐ
ど
も
そ
の
'

一
つ
で
ぁ
る

0」

そ
の
產
物
を
低
廉
に
輸
入 

し
、
英
國
將
來
の
製
造
業
0:

材
科
を
給
し
>

' #
.

:

國
市
場
に
多
最
の
商
：品
を
供
；給
ぜ
し
め
，、
か̂

し
て
就
»

を
容
易
に 

な
し
、
船
舶
業
の
^ :
'

榮
を
：維
持
す
る
。
加
ふ
る
.|?

船
舶
は
笟
事
上
に
も
.

役
立
ち
、
又
英
王
國
の
關
枧
收
入
は
賀
易
に 

依

：っ
て
墻
.

加
し
、
資
本
も
又
增
加
す
る
.。

.;
:

.
«|
:

« :

チ
へ
ャ
ィ̂
:

ド
0

云
ふ
ゃ
テ
_

、
印
度
質
易
の
か
く
の
如
き
利
益
は
否
定
し
得
な
い
事
實
で
ぁ：

る
。
そ
の
利
益 

は
，內
變
卩
見
« :

分
>

も
、
。f
€

■

十̂

^

の1
#
：

办
燴
加
を
見
.

圯
f

誇
.
.

へ.
む
れ
る
。‘.從
づ
て
灸
く
の
商
人
は
束
吼
度 

會
社
.

の
株
を
獲
得
せ
'

ん
ビ
欲
し
、
又
# ;

社
ゆ
そ
：，の
#

許
狀
の
獨
占
榴
を
維
持
せ
ん
ビ
努
力
し
た
の
で
ぁ
つ
た
。
後
.に 

述
ぶ
る
が
如
仏
、

「

六
八
〇
年
代
に
#

社
，の
»

占
に
對
じ
批
難
の
生
じ
た
.
.の
は
む
し
ろ
當
然
な
/〕

V」

>
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一
年
の
八
年
問
に
印
度
に
輸
出
し
た
顧
は
三
诨
八
十
ー一

路
ー一

千

磅

即

ち一 

年
平
均
四
十
七
萬
：七
千
書
餘
で
ぁ
っ
た
。
，如

ち

I

六
七
调
丄
办
年
の
前
七
年
間
せ
比
較
す
る
ビ
約
ー一

十
二
萬
六
千
磅 

办
僧
，

g
r

僧
加
率
八
削
九
.

^

で
ぁ
；つ
た
o

.

以
上
，！
六
五
八
年
か
ら
一
六
八
一
.年
に
至
る
東
印
度
會
社
の
輸
出
貿
易
を

:

i

-屮
ニ
：
卷
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英
谰
來
师
參
吡
の
發
诞
時
伐 

槪

括

し
て
置.
X客
次
ぎ
の
如
く•に
な
る
.。(

單

兑

千

谤)

.

.

.
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时

沏

，

商

品
‘ 

货
將 

' 

1六
五
八
-

—
-

六
六 

三1
1:1'. 

. ■

.
七
七
：六 

i

六
六
七一
^
七
_三
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四 
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I

六
五 

I

六
七
四——
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七
ニ
八 

三
〇
九
三 

合

tl1

六
.四
四
.
.

五
〇
三
四 

二

I
:雛
.

六
〇
：

、.舞

tt
*
:
v

.
1
6八
九 

J

七
七
〇
：
 

三
八
ニ一 

六
六
八
〇

1

六
五
八
年
’以
降
"

一.
七
〇
七
年
に
至
.る
五

十

年

間

に

諸

特

許

會

社

を

规
.じ
.て
行
は
、れ
た.る
.束

變
4'
;

の
，輸

出

總

渐

を

见

る

ビ

、
：
次

ぎ

の

如

ぐ
>
あ
る
？
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■
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.

.

.
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.丨...

年

彻

十
年
間
合
計

1..

六
^；
八■ 

-
六
六
八
丨 

T

六
七
八
-

- U 六 
七 七

パ 六 ' 
九 八  
A 八

.1
、

ニ

凄
'

■
’三
、
〇
九
八 

四
、
九
0
四

I

s
o .

八

五
：：八
五
：六：
'

磅

ジ

. »—

依

っ

て

も
.' ^
.
國
；
'0
柬
汀
贸
，
.罗

は

澉

次

發

達

し

て

來

て

'
ゐ
る
こ
？
は
明
か
で
あ
る
が
、

そ
の

^

^
 

分

は
®

印

度

會

社

の

手

七

依

つ

て

行

.
は

れ

て

ゐ

た

の

文

t

。

一

■
六

七

.
八

年

似

降

の

十

年

間

の

卷

な

る

管

加

f

丨

に

そ

れ

，に
.

次
.
'ぐ
十
年
.
.問
必
，：翰
1

出
質
易
.
.の
.

減
退
は
.

勿
論
特
蘇
の
_

精
.

ぶ
基
-

•

も
の
で
，P

る
，o
.

即
ち
そ
の
念
激
な
る
‘'發
展 

.

の
‘

1«
间
く
も
站
る
ベ
，
き
も
の
.^-

、.
常
時̂

社
が
-

B

k

nDi
'
a
,
. 

B

e
a'
g

.

a

r

及
び
.
.
c

h

i

t

t

a

.

g

o'
n

vq

に
.對
す
る
大
膽
な
る
郁
服
許

.

敬
を
な
し
た
、
め
で
あ
、ら
ぅ
，。
從
つ
て
，多
ぐ
の
船
舶
、
金
鈒 >

 

戰
時
必
.

：婴
品
等
が
多
<

送
ら
れ
/2

の
で
あ
<

.

"

次
，い 

で
.

來
た
る
輸
出
不
振
の
十
年
問
に
は
飩

-々

な
る
.

原
因
が
‘

計
人
ら
れ
.

ょ
ぅ
。
即

ち
2

)

前

，期

に

於

け

る

：水

蝌

的

！

：：

險 

.

%

失
敗
が
ら
生
ず
る
#

雜
の
結
泶
で
あ
づ
た
。0

1
)

歐
洲
に
.

於
け
る
-

長
期
の
戰
银
、
■

服
び
に
他
方
：(
三f

英
國
內
に
：
 

.

於
け
：.る
東
印̂

^

激
0

^

占
に
«

す
'

る
國
民
及
び
«

會
の
猛
烈
な
る
反
«

を
* -

げ
な
け
れ
ば
な
自
な
：い
6

加
.ふ
る
に 

(

四
0

财
政
.

^

^

破
_

綻
译
ぞ
办
_

敗
额
を
*

十
年
問
の
半
ば
‘

以
下
に
な
す
の
餘
儀
な
.

き
に
矩
つ
た
の
で
あ
る
。
之
に
反
. 

し
て
，最
後
の
十
年
間
ば
§

贸
鄭
0

著發座を座じた。

.J

の
+

年
問
の
*

初
0

-

年
"

即
ち一

六
九
A

年
ば
蹲 

s

^

#

0 :

新
督
社
が
設
立
さ
れ
た
年
で
あ
.

る
.

。
前
述
の
如
く
束
印
度
質
易
の
利
‘

益
が
.

多
大
な
.
-

る
を
知
る
や
、
利
を 

.

扇
#

は
敏
ば
る
-

t

g

ど
の&

<
は
.ゥ

ィ

リ
ア
ム
S

&-

の
特
許
狀
を
得
、
議
會
の
協
賛
を
.

經
て
、
新
.

た
：に
印
度
貪
易
：
 

の
會
社
を

1&

立
丨
>
.

た
0 

名
づ
け
で 

T
h
e
:
E
n
.
g
H
s
.
h

 

C
O
I
r
l
p
a
n
y

 

T

r

as1
-

n

g

;s't
h
e

 

.
E
a
s
t

 

I
n
d
i
e
s

 

.

ど
*
じ
た 
o

.

.

こ
0

最
儉
'

の
十
年
問
の
輸
.

出
總
.

撤
は
.

B
o
o
k
s
-
o
f

o:
l

o

m

-

Ho.
u

s

e

に
依
れ
ば
.

大
f

f

i

次
，ぎ
.

の
如
し
。

:

.,
♦

〔

代
；..
-

,

ム

；

一
六
九
八 

1

六

九

九

，

.

1
七
0
0 

1

七
.O
T 

1

七
0
ニ

.锁U

十
1
S 

(

六
_
七
>

ン

正

货
.

.三
九
九
、
，1.
1

〗

.ニ

.〇 

八
三
ニ
、
七
：九
芄.

八
〇
七"3L
A
:
.
三
' 

.......

七
二
五
、
衣
九
ゴ1 

四

1
0、
セ
六
玲

德

束
_
響
社
の
發
_

代 ,

'

@

:

nn,
!

'
. 

四
宄
，1
;>
1
:
,
:
杳
ハ
. 

:

九
九
七
、1
ブ
六 

九
三
ニ
、
ニ
七
五
；

;

八
，四
七
議
五
'七 

.四
*

0

直

^

六
-



Ir
/

l

l
 十1.

春
 

G
C
i
!

八o'

I

七
〇
三 

1-七
〇
四

•—

'
七
©
}
#
、

1

七
0
六

.
、

一
七
o
七

湓
1

聽
會
®

の
：發
翳
'

代.

四
五ly.11

七
七「

H
Q
I
i
r
G
―

-三
1

^

不
•

明

1
1
1
2

、
本
四
0

三
1
H、
I
1/S
-H
.

蜜
娀
'

ノ、

五
八
六
、
ニ
五〗

四
：：
 

'四
九
^
、四
，三
九
r

五
;A
.六
、
ニ
五
四
' 

,

•

四

九

六

、
四

三

.九

：

以
上
の
統
計
|
2
;依
れ
ば
、
こ
の
^

期
に
英
國
か
，ら
苽
洋
に
輸
出
さ
れ
た
商
品
の
：機

は

ー
年
帮
均
六
十
萬
破
で
、
正 

金
：の
雜
出
は
五
十
萬
赠
で
あ
令
。
九
年
間
の
總
計
は
：.疋

金

四

.
、
四

七

$

ぶ

G

破
に
味
る
？
か
く
の
如
き
は
從
來
見
ざ̂
;

現
象
で
，
皆
 

つ
た
、
め
で
あ
る
。
然
る
に 

前
記
め
親
舊
ニ
會
社
の
|

.

年
，の
輸
«

總
额
.

の
部
均
を
馬
る
.

ビ
*

約
五
踩
八
十
爾
破
で
，，あ
る
.
0
.
.然
る
に
|1

税
簿
に
^

>

 

ば
前
竭
の
如
く
約

1

千
!-
1

:

翁
.

磅
も
な
る
。-.
差
引
五
0

ニ
十
馨
ば
：か
.

ぅ
は
ニ
.印
度
會
$1
:
以
外
0
手
，に
依
つ
て
輸
出
さ 

れ
た
上
見
るX

き
で
あ
ら
ぅ
。
即
ち

i

ー
印
度
會
哗
ヒ
略-

同
侦
の
» :
出
，が
私
的
商
人
に
依
-

つ
て
‘

行
は
れ
た
■.

の
で
あ
6

 

ぅ
。
如
ら
各
船
舶
の
乘
組
M

、
水
先
、
自
，由
‘

商
：人
1

密
贤
#

者
、反
^

個
’

立
資
易
者
に
依
つ
て
營
ま
れ
た
の
：で
あ
る
>

 

あ
ィ
ル
ト
に
依
れ
.
'ば
、

一
六
七
五
.

年
に
私
的
貿
易
.

の
會
1[
:

質
易
に
對
す
る
比
'

は
■一一
 

に
#

す
る
七
で
あ
る
V

J

S

つ
て 

ゐ
.

る
。：
し
か
し
そ
の
後
#

«:

の

貿

；易

許

：可

0

*

大
に
な
つ
だ
こ
？
、

た
こ
ど
、
{;

依
^

て
f

.
t;
‘ 

增
加
し
た
ど
考
へ
&

れ
.

る
。
■

即
：

^
.
1
.

六
五
八
年
か
&

;
 I. 

4

ハ
七
七
年
表
で
の
私
貧
易
ビ
# >

社
*:
易

石

め

比

は

 

一
<£
,

_

^ : 

掏
合
で
あ
る
か
、

一
六
七
八
年
か
ら
一
六
九
七
年
ま
で
の
，雨
！

g

の
.

質
為
は
少
く
，と
も 

一v
j

 

ニ
の
削
合
.

で
あ
つ
た̂

®

 

は
れ
.
る
.

從
つ
て
諸
會
社
を
通
じ
て
行
は
.れ
た
貿
爲
额
は
こ
’の
.時
.代
に
於
い
：て
は
英
印
度
贸
#

0

一
 

部
に
過
ぎ
な
.く

を
注
着
す
-
'

ベ.
き
‘
.で
あ
4

 *

ス
。.
.然
ら
ば
.

こ
れ
等
Co
:「

商
品
の
癒
.叫
先
ば
何
處
で
。
の

つ

力

勿

論

大

報

分
は
直
接
.

印
度
に
撤
■«
,

さ
れ
.た
0

で
あ
る
.

が
、.
そ
の
中
心
地
ほ
何
處
で
あ
.

つ
：た
.

か
。
次
ぎ
.

に
こ
の
問
.

®

を
明
”

英
國
の
東
洋
貿
易
の
：中
心
地
は
"

m
u
r
a
t

 

ノ
レ
：B

a
n
t
a

日
^

で
ぁ
つ
だ
。
こ
の
_
地
に
派
遺
さ
れ
た
船
膽
の
教
は
路
ス 

同
數
で
ぁ
つ
た
。
を
の
外

c
o
r
o
m
a
n
d
e
r

沿
*

及

次

B
e
n
g
a
l
.

»

に
#

る«

舶
も
少
な
く
な
か
つ
た
。
今

j

六
五
八 

年
か
む
ニ
六
八「

年
に
萊
|

1

十

四「

ケ
：年

間

の

ー

聽

統

計

に

依

る

ビ

_

漱
ぎ
^

 

■

.

"
地

名
 

總

噸

數

ぐ

一

年
の
：船
.舶
平
.均
數
'

苗
分
^

：
: 

:

バ
ン
タ
ム
. 

三
！一、〇
〇
〇
；
 

三
、
ニ
分
の
一
,

.

：

1
1
1
0%

.

印
庶
以
外
へ

ス
ラ
卜
.

..
三
ニ
、0
〇
0

^

……

n 

ロ

マ

ン

デ

ル

拎

释

及

び

一

 

七

〇

ギ

印

度

、へ
 

:

ベ
ン)

力
.ル
於 

s

l

r

o

o

o

-

.

.

四
、
三
分
空v

l

 

.

.

.

. '

又
他
の
統
計
に
基
ぐ
ミ
、
す
ベ
.

て
.

の
爾
出
の
：八
十
八
パ
.ァ
セ
ン
；ト
は
印
度
で
、

.

他
の
ァ
'

ジ
ァ
諸
港
'

は
+

ニ
パ
.ォ
セ 

ン
ト
に
過
ぎ
な
い
。
も
の
中
ス
ラ
ト
は
.
3

+

n
5?
r
:

セ
ン
ト
、.

コロマシデル

.

沿
岸
及
び
.
-

ベ.
ン
ガV

海
が
五
十
五
部
：
. 

セ
ン
ト
幺
の
こ
S

で
ぁ
るo

さ
ら
に
そ
れ
€

れ
：の
地
方
{1

輸
出
さ
.れ
た
商
品
ビ
貨
幣
:̂
-

の
割
合
を
見
る
ど
次
ぎ
の
_

 

く
に
な
る
。

.

V

 

: 

パ
,

：

. 

' -

.

ラ

n 

口
マ
ン
デ
ル
沿
^
 

ベ
ン
ガ
ル
海

.全
輸
出 

«

幣 

第
..

一

一
十
，！一
 
卷
.

三
三
^

: 

■
21
;
五
^
'

一一

四

^

六
四
^

(

六
四
九)

' 

英
國
¥
印

燦

會

觀

發

麗

«
.

バ
ン
タ
ム

1 

ニ
^

i. 
ニ
キ

—t為



.
'第n

屮
ニ
：卷

V
Mli
綴

度

會

I

發

麗

代

. 

.

 

v
m羅
 

六
.四
：

谛

..

.
;
品

-.
:

s

l

m

.

:

.

:

1
:
$
涔 

>
 

v
r*
,

m

右
翁
は
依
つ
て
見
れ
ば
、

ス
ラ
ト
$

コ.
^

マ"‘
ン
デ
ル
沿
岸
及
び
ぺ
ン
ガ
グ
«

地

方
S

は

そ

の

地

位

が

全

ぐ

®

#}
で 

あ

る

こ

V
J

を

知

6
得

る

P 

:
'

-
ぃ

印

度.に
： .

實

際

に

航

行

し

た

船

.

舶
は
上
述
の
時
期
に
は
す
ベ
て
ゾ

九
十
一
艘
で
、
H

*

囉
數
三
與
九
千
八
^
七
十
噸 

で
^

'

つ
；た
b
 

P
r
i
a
m
a
n
,

 

T
o
n
q

ば
沒
チ
そ
办
他
样
阋
つ̂

も
め
ば
約
ニ
十」

ー.艘
八
千
七

1-
|

«,

で̂
'

つ
た
。

以
上
の
数
字
を
以
つ
て
じ
て
も
>
 

太
體
英
國
來
印
度
會
祉
の
主
要
な

る

取
引
先
が
趴
ま
で
.

も
つ
た
こ
ビ
を
知
A

得 

る
で
め
.

ら
ぅ
。.
一
丄
父
-

年
去
.

で

鐘
_

0

東
纖
出
贸
易
の
一
割
！
 一

分
M

.

印
度
以
外
の
■

地
：

e

行
a

■

た
に
過
ぎ
す
、 

又
そ
の
後
主
ハ
部
调
对
殆
ざ
そ
0

半
ば
に
減
退
し
た
の
で
あ
る
0

然
る
に
一
六
九
八
年
以
後
の
十
年
間
に
こ
の̂

®

 

は
.

一
變
し
，て
來
た
。
即
ち

H

ハ
九
八
年
か
ら
一
七
〇
七
年
ま
で
の
間
に
?1

六
十
艘
、
五
蹲
五
千
七
1-
|
噸
が
送
ら
れ
た 

力
そ
の
、中

H

1&

に
直
接
向
つ
た
も
の
«

八
叶
五
艘
に
s

:r

す
、
他
の
七
十
五
艘
は

p
r
i
a
m
a
n
.
.

 

F
o
r
t

 

Y

 o
r
k

及
び
支 

那
に
航
行
し
て
ゐ
る
':
0

.

.

ごr

.

瞥
時
支
靡
に
於
け
る
.主

要

な

る

資

：
吳

機

は

廣

東

.
で

あ
つ
た
。
以

前

か

，
ら

柬

HJ
i

^

ji
f

t

は
.

多
ぐ
の
難
關
が
あ
つ
た
に 

も
拘
ら
、

支
那V

J

の
«:
易
を
、「

殊

^
鳳
門
に
於
い
て
朐
始
ぜ
ん
.
-(
1
>
'
努
カ
し
.て
ゐ
，た
。

し
か
じ
前
述
の
ヽ
如
ぐ
.一
ム
ハ
ル 

三
，年

-+

月
'七
0

^

は
新
會
社
：が
創
設
さ
れ
、
そ
れV

J
.

の
競
.爭
の
爲
め
に
、
支
那
|:

.對
し
.て
は
.

束
印
^

#,
«:

の
.許
可
に 

依
る
私
的
商
人
に
象
せ
T

し
ま
つ
た
。
從
つ
て
こ
れ
等
の
期
間
に
於
.け

る

支

那

贸

易

は

幾

分

.浞

胤

の

狀

態
に
あ
つ
た 

V
C.云
つ
て
ょ
V

。
英
國
衆
W

度
#

社
の
船
舶
が
廣
東
に
於
い
て
収
⑴
を
r
a
始
し
た
.の
は
一
.六
九
，八
年
で
あ
0

た
。
こ 

•0

.»

化
が
ら
悔
年
.

四
政
又
は
胜
.

の
.
.船
.

舶
■が
支
都

：に
.

：航
：行
す
.る
；
'f-
v

フ
に
な
.
.

つ
た
.
.の
.

で
.
.

あ
：：
6

--
0
.
こ
れ
，等
©'
船

は
.支
.邪

か
ら
歸
航
す
る
ど
、

一
隻
は

w
e
n
g
-
a
l
,
,
1

隻
.は

F
O
J
r
t
s
t
.

o.e
o
r
g
e
,
1

隻

は

S
u
r
a
t

 

.

等
に
そ
れ
ぞ
れ
寄
航
し
*
時 

に
は

M
o
c
h
a

に
行
ぐ
.

も
；の
も
あ
る
が
、
他
の
一
隻
は
英
國
に
歸
る
。
何
れ
も
そ
れ
等
の
地
に
支
那
商
品
を
荷
揚
げ 

す
る
。
前
.

の
三
艘
又
は
四
艘
の
商
船
は
印
度
又
は
ァ
ラ
ビ
ァ
の
商
品
を
激
荷
し
て
英
國
に
歸
る
。
從
つ
で
印
度
®
易 

全
©
ビ
し
て
は
こ
れ
等
办
船
舶
も
算
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
英
國
撕
品
の
輸
出
に
|«
し
そ
は
、
.印
度
行
の
も 

の
於
全
體
<

し
て
制
合
：が
減
少
し
た
こ
ど
に
な
る
の
で
あ
る
0 

:

何
故
に
か
く
の
如
き
變
化
が
注
す
る
n

至
つ
た
か
。

一
つ
は
キ
ャ
ラ
コ
や
モ
ス
リ
ン
に
對
す
•

る
重
稅
で
あ
る
。V」 

.

の
程
度
の
®
稅
で
あ
つ

た
か
は
今
日
明
確
に
知
る
こVJ

は
困
雛
で
あ
る
が
、
大
略
は
後
述
す
る

つ
も
b

で

あ
る
。

_
 

S
.

に
他
方
ー
六
九
八
年
以
降
印
度
絹
輸
入
の
禁
腿
で
あ
る
。
が
ぐ
印
度
品
輸
入
の
禁
止
、
も
し
ぐ
は
前
税
は
印
堦
贸 

易
の
價
値
を
減
少
せ
し
め
た
ビ
考
.

へ'
ら
れ
る
が
、.
後
に
述
ぶ
る
や
ぅ
に
實
際
の
影
響
は
»

た
疑
問
で
あ
る
。
な
ほ
印 

度
產
嘗
物
n:

就
い
て
は
、
後
に
述
ぶ
る
檄
會
が
あ
ら
ぅ
‘

V
J

思
ふ
。
何
れ
に
し
て
も
こ
れ
等
の
事
惝
は
柬
印
度
曾
祉
を 

し
て
、
印
皮
以
外
仍
贸
遏
に
も
カ
.

を
注
：が
し
め
た
虫
耍
な
る
原
因
で
ゐ
つ
た
ど
見
猶
し
得
る
ビ
恐
ふ
0
.

四
：

.

'

'

'
■■
?

'
 

- 

一
::
.

.「

*'
.

■.
:
 

?

次
ぎ
に
僩
題
ミ
な
る
の
は
如
何
な
る
商
品
：が
英
國
か
ら
東
印
度
會
社
の
手
に
依
つ
て
印
度
に
輸
出
：さ
れ
た
か
ビ
云 

ふ
こ
-

で
あ
る
。
こ
の
第
十
七
世
紀
靡
半
に
於
い
て
英
國
.

輸
出
品
の
主
要
な
る
も
の
は
、
そ
れ
以
前V

J

問
じ
ぐ
鉛
、 

鐵
、
及
び
毛
織
物
ヤ
あ
る
。
他
方
水
銀
、
朱
，
测
瑚
，
象
牙
の
ゃ
ぅ
な
品
：物
を
ョ
方
ロ
ダ
パ
及
び
ァ
フ
リ
ヵ
で
先
づ 

獲
得
し
、
印
度
に
翁
出
.a

た
6

一
 

六
五
七
年
以
前
ょ
々
も
常
に
多
量
に
輸
出
し
た
こ
ビ
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
例
へ 

ば
-

六
_

!

ニ
年
か
ら
ー
六
五
六
年
ま
で
办
四
年
間
€

輸
：出
貨
物
«

七
千̂

^

ニ
十
五
磅
に
過
ぎ
な
：い
。
そ
の
内
課
は
：：
 

.

第I
l
f

ニ

盤

(

六m
)

英
隞
束
印
度
#

社
：の
露
時
代 

節
芄
號 

六
芄



第
二
十1

1

想 

次
ぎ
の
如
し
。

綠
物 

®
.布〕

(
吞

/
船

(

三)
朱 

:

(

棚>
 

水
銀

£

)

‘ 
離
'-
,

(

六31
3

英
國
來
印
度

#

社.
の
.
.
發

M

時
代
，

第
五
歌

一し

- j - *

..1,

九
五
：四

磅

_

V
:
1

七
.ニ
ニ
：.磅

' 

'31
:
'九
.'コ1.嫁

:

ゾ.
.

ニ
ニ
，
一
一

.

磅：

,

M 

叙
四
艽
磅
：

.

:

:

.

;

-

'
h

，
勿
論
こ
の
時
期
は
會
社
の
質
易
が
：最
も
不
振
を
極
め
.

た
時
代
で
ぁ
る
が
、
輸
出
商
品
の
分
布
淑
態
を
知
る
參
考
に 

な
る
。
こ
の
四
年
間*

6
-

最
も
S

な
か
つ
た
年
S

か
に 

一X

I

十
六
f

輸
出
し
た
に
f

る
。
そ
の
中
四
. 

身

一

は
織
物
で
ぁ
つ
た
0

然
る
七
一
六
瓦
七
年
後
こ
の
狀
態
は
急
速
に
-f
f

lb

、
著
し
ズ
發
®

し
て
來
た
f

即
ち
同
年I 

以
後
五
ヶ
年
間
に
ー
一
.

十
五
萬
八
千
破
の
商
品
が
爾
出
さ
れ
た
。
次
い
で
そ
の
後
の
五
年
問
は
前
述
の
如
ぐ
和
蘭
と
の 

耀
ず
の
た
め
.i

i
.

不
振
の
量
態
に
*

つ
た
が
、
漸
次
發
展
す
る
傾
向
を
示
し
た
。
そ
の
詳
_

の
表
は
次
ぎ
の
：如
ぐ
で
ぁ

丨 /-V- 

•

: 

:

る

品名

C
1)

屯
織
物

 

O
D

給
.

C

三)

錫

.

S

D

銅

,

0

5

珊
湖

六
六
四

—

五
年

 〇
、
〇
〇

A

磅

 
三
、
ニ

 

四H :
■

1

.

2

九.
八
_

1

、
3

T

六
六
五
丨
六
年 

1

五
、
七
三
四
總 

八s
i

八

六
六
六—
七
.年 

八
四n

;

磅 

ニ
九
八

1

六
六
七
丨
八
印 

二
三
、o
四
六
磅 

七
、1
1四
>>
:

—

四
v
r
l
A
o
,

六
、
六
ニ
五

四
七
七
：

-

O

J
 

ニ

六
六
八
丨
九
年 

I 

八
、
さ
5
^
 

:
六
、
11:
四
:- 

:五
、八
窆
四
':
:

1
.
1
_
:、
货：
七

; :

J

三
、
f

六

合

tl
.

六
八
、
一

一

六
七
.磅 

一
七
、
八
六
九 

1

〇
、r
l四
：ハ 

ニ」

、
〇」

o 

1
六
、五
.-六
.六

C
-
i
p
、

水

爾

へ
-

.

五

、
：九

.0
3 

. 
ニ
、1

'^
七
：

'
:
/出1

5
:
:
v
J
:
:
:
v
t
l
、-

四
一
七八

. ：「

リ.

：

.
八
、

七

、：
':

n

 
九
、
五 v

l

,̂.
:
.

■

.

(

七
V 

# 

:
三
、
111 三

 

三
六
七 

、

::
ー|、
0
九
苒 

1、
四
:5
1 

七
、

o

五
：六 

0
0

雜 

一
、
七
八►-
.へ

：

一
、
〇
一
六
 

」

ー
八0

八
>
ーー|

ー

「
『

 

I

三
、
九
八
三 

合

計

ニ

七

、
七

八

七

ニ

〇

、六

一

九

三

、一

六
四
；:
六
四
、I 
ニ

三

.六
八
、
六
九
九
：T
八
四
、
三
九

11
:

即
：ち

修

出

商

品4 *
.
-第

1
位
を
赴
む
る
も
办
は
毛
織
物
.で
ぁ
つ
て
全
體
の
三
割
九
分
を
占
'め
て
ゐ
な
。
さ
ら
に
他
の 

統

計

を

採

れ

ば

"一

六
七
六
年

か

ら

一
六
八
五
年
ま
で
の
狀
態
は
次
ぎ
の
如
く
で
ぁ
る
。

' 

f

六
七
六
牟
ょ
リ
八
〇
半
ま
で
，

屯
織
物
辦 

..u 

5
、
四
セ
ニ
磅;

五
削H

分
弱
パ 

.

他
の
商
"叫

.

1
#

四
V六
四
-六
磅
 

四
割
八
分
：强

合

忡 

四
o
J»
:
、
i1

八

磅

•

1 :

六
八
ー
奸
ょ
リ
八
取
年
ま
で

 

>

屯
織
物
類‘ 

ニ
丑
八
、

1

七
四
磅 

五
割
八
分.

他
の
商
品
 

」

八
七
、
四
四
〇
磅
 

四
削
一
一分
强
；

-

合
:

訃 

四
四
五
、
六

1

四
磅

か
く
の
如
く
織
物
類
の
輸
出
率
が
：著
し
く
增
加
し
た
の
み
な
ら
ず
、
檟
格
に
於
い
て
も
贿
次
增
加
を
示
し
て
ゐ
石
。

H

ハ
六
四
丨
六'A
¥ 

1

雄
平
均
：

：

1
三
、
六0
0磅
卜 

1

六
七
六
丨
八
〇
年. 

同 

四
ニ
、
〇
九2
磅 

I

六
；1,

丨
八
五
¥ 

同

.
 

五
1
、
六
：三
艽
磅：
.

殊

に

目

下

削

題S
し

て
ゐ
る

時

彻

の

終

束

に

於

い

て

か

く

商

品

：の

輸

出

額

は

著

し

い

進

歩

：を

示

し

て

ゐ

る

。

第vlt 
ニ

卷

G

ハ
1

0

英
1̂
1
來

印

馨
'耻
0
發

隱

代 

m

l
 

六
七



.

.

.
l
.>\
..九
八
■.1

1
,
.七
.
.
.一..ぃ
〇
¥
‘
の
輸

 

H

-ft
'

i

格
.

パ.
.

'

'

,

:

マ.

翌

號

.：

- J U

八

(

じ

-.

(

5
 

'

鐵(
顔

®
: '
.

Q
V
,鎖C

外
國
品) 

.

(

四)

;船

>
.

s

>
珊
蝴(

外
國
"i>

(

六)

赖
.A.P3
;
丨

1

、; 0

七七、六
六
八
镑
：

. 

S

ハ、ニ
九
！
 

二镑I: 

ニ七い三八七磅ー 

;

-

- L
-

- A

、JI:
;y
v

〇#
,

ニ
- 0

、七〇六：碎
：
 

,

-
r六
、
§

谤 

1
.

、八
六
六
、六
八
芄
磅

7K

剡
七
分
强

.;
四
分
强 

I

分

H

S

1分

以
上
の
表
は
公
報
に
®

ベ
も
の
.

で

あ
る
。
從
つ
て
そ
の

評
®

.

額
：は
市
場
價
格
ょ
り
も
低
い
の
が
常
で
あ
る
>

 

故
に 

實
際
に
3K

洋
に
送
ら
れ
た
商
.

品
の
價
格
は
こ
れ
ょ
り
も

す

つV」

大
な
る
も
の
で
，あ
つ
た
ら
ぅ
。
上
1

せ
る
如
く
®
印 

度
會
.

社
の
®

出
贸
易
は
多
'

ぐ
0 '

隊
«

が
あ
.

つ
た
に
も
拘
も
す
、>」

の
時
期
.

に
於
い
て
著
し
い
發
展
.

を
示
す
に
_

つ
た
。
 

そ
し
で
：そ
の
重
要
輸
出
品
は
毛
織
_
で
.あ

つ
た
こ
ビ
に
注
.意
し
て
置

く

必
®
が
あ

る

。

そ

こ
で
次
ぎ
に
輸
入
の
方
断 

を
觀
察
し
て
見
2-

ぅ
0

ー
六
五
八
年
か
ら
1

七
〇
七
印
に
至
る
^

十
年
間
に
於
け
る
印
览
及
び
支
郷
商
品
の
«'

入

に

關

す

る

價

格

そ

の

‘
他
 

のi
i

錄
は
甚
だ
少
な
い
。
從
つ
て
■

質
な
る
こ
ヾ」

を
知
る
の
は
®

だ
H

雛
で
め
る
o

し

か

し

罾

矶

の

報

哲

令

書 

に
依
つ
セ
多
少
明
瞭
に
す
る
こ
ビ
が
出
來
る
。
こ
の
$

十
年
問
は
輸
入
に
於
い
て
も
著
し
い
發
腿
を
示
し
て
ゐ
る
。

I

六
六4

1
.

年
か
ら
'*

.年
に
：か
け
て
の

|

年
调
の
輸
.

入
總
额
は
三
八
四
、
六
七
一

磅
で
ぁ
.

つ
；^
.

が
、
六
年
後
の
.
!
.六
.六

八
.

九
唯
奴
一
‘

年
問
は
四
三
1

,
'>

八
六
九
磅
に
堦
»,

し
て
な
る
.。

-

.前
述
0

如
ぐ
新
說
會
_

の
刹
立
，ビ
：共
に
、

舊

東

印

度

會

社

0.
:

贸

易

額

は

當

然

減

少

し

た
。
' 

艰
に
新
會
社
ビ
の
»

«
 

な
競
带
の4

,

な
ら
ず
"

兩
者
の
#

に
乘
改
て
起
つ
'
て
來
/2

私
掠
船
.の「

焚
爲
に
依
つ
て
減
退
せ
ざ
る
.を
得
な
か
づ
た
。
 

し
か
0

新
舊
南
印
度
贸
势
會
社
め
«

入
緻
«

は
：著』

い
：增
*

を
荥
3

て
ゐ
々
。
^
^
^

れ

る

麼
§

の
公
定
評
«

ま
ガ
體
に
於
い
で
原
產
地
の
價
格
{-
»

磯

を

置

、ぐ

も

の

で

ぁ

を
0

.■

■

.

輸
入
品
公
.
k

評

倒

額

1
六
九
<
印 

1

六
九
九
和

一
七
0

.0
哔 

■
1

七
〇
1
¥ 

1
七
〇
.ニ
咕

1

 

S
H
M
,

三
五
丄
ハ
、
沉

.0
九
#

七1

七
、
六
九
芄
谤 

七
八
七
、
七
三1

磅
，
 

七
六
一
一
一
八
八
破 

1
ー‘四
七
、〇
一
四
ま
.' 

五
.九
六
^

1
0九
檢

1
,光
〇
四
：华 

I:

七
〇
ぼ
年 

1

七
〇
六¥
 

1

七〇
七半 

合 
一
 

'& }
•■

.

士
五
七
、八
S

磅

六
四
四
、
六
五
：ニ

_

 

三
:*

无
、
八
！

 

ニ
八
檢
ー 

-

1

1
5£
;

、
七
艽
〇
^

こ
れ
等
の
減
格
は
大
體
1

!

於
い
て
送
狀
の
：も
の
に
近
い
も
の
で
め
る
。

一
六
九
八
年
'

か
らT

七
〇
七
年
表
で
の
一 

年
率
均
は
約
五
十
八
萬
磅
で
ぁ
る
の
：じ
、
.

最
も
.

景

氣

の

ょ

か

つ

■
た

.
V
,

六

九

九#

か

ら

一

七。

;

年
の
一
ニ
ヶ
年
の
韦
均 

は
：
'

約
七
十
宄̂

丄
ハ
千*

に
上
つ
て
.

ゐ
る
*'
0

:

假
.

$

に
：

k」

.

れ
等
の
商
品
販
賣
«

格
を
■

二
倚
ミ
見
：る
も
、(

こ
の
假
觉
は
赃
が 

に「

低

泠

が

、

>
 

こ
.■

の
'

十
年
間
は
西
萬
：磙
の
#

い
標
準
#.

腾

突

破

し
"

ぁ
.

：な#

の

如

さ

は

明

か

じ

そ

の

«:
:賣

m

g

度
.會
社
ブ
質
易
解
こ
：の
時
代
に
著
し
ぐ
發
M

し
て
來
だ
、
み
は
、
英
國
ば
自
も
束
印
度
の
嵌
物
の
中
心
市
: *

第
一
，

一

十
二
^

(

六
宄
五)

英
随
取
抓
.度
#

社
：の
發
膜
嘑
«

婼
五
破 

六
.九



S

1

十1
1

卷
.

f

 

^

 

s

£

,

、
又
供
給
者
<

し
.

で
ョ
ォ
ロ
ッ
パ
：や

K

 

メ
：ゾ
ガ
に
對
ず
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

一
六
七
攀
が
ら
一
六
八 

•

八
年
に
；か
け
S

K

洲
戰
亂
中
'

®

W

度
商
品
.

の
再
輸
：出
は
S

0

:

販
賣
傯
袼
に
'

基
け
.

ば
5

邳
均
2£

十
萬
狻
に
_

當
：
 

る
心.
胡
椒
•

印
度
藍
、
絹
、
キ
' 

ャ.
ヲ：

n

、槳
劑
等
が
西
方
諸
國
め
處
影
妒
要
,

ず
虫
製
な
も
赠
品
1?
:

:

.

却
つ
た
々
英
國
：は 

こ
れ
等
を
供̂

?

る
こ
ビ
に
依
づ
で
多
大
な
る
利
：益̂

得
て
.

ゐ
だ
こ
ど
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
9

皆

感
?

3'p
o
t
t
v

 

が
を
の
著
.
’ 

p
o
l
i
t
i
c
a
l

 

A
r
i
t
h
m
e
’t

i
c

中

に

記

載

す

：る

V
J

こ
ろ
に
依
れ
ば
、
•

印
.

度

商

品

：
の

輸

出

ぼ

六

十

^

7®
で

あ

つ 

て
そ
の
矛
益
は
一
印
办
貿
易
の
藤
« '
«)
.

原
«

§

一
一
倍
に
等
b

t.
'

ど̂

つ
て
ゐ
るo

勿
論
V
VJ

れ
.

に
は
多
少
の
誇
疫
W
 

あ
る
や
う
で
あ
る
が
、
取
S

1

A

.

?

の
他
の
商
人
が
東
洋
に
猶
出
し
た
金
銀
.

の
總
额
i

も
確
實
に
ょ
り
：多 

ぐ
の
矛̂

を
移
て
ゐ
た
ド
£

は
れ
る
。
例
ち
極
め
て
槪
算
で
，は
あ
^

が
、
ニ〕

れ
を
推
宛
す
れ
.

ば
、
|

七

〇
|

一
年
に
至 

る

四

年

間

の

英

國

か

：ら

砰

輸

出

さ

れ

た

ま

印

度

の

產

物

の

；
六

割

三

分

，ま

で

印

度

及

.

び
支
那
產
.の
絹
及
び
キ
ャ
ラ
コ
で 

そ

の

额

は

；約

西

六

十

爾

磅

：で

.

あ
つ
た
。
そ
し
て
.」
の
貴
易
は
依̂

て
英
國
の
得
た
利
益
は
每
年
]-
f

萬
磅
を
T

ら
な
か 

つ
た
ら
う
。
以
つ
て
來
印
度
質
易
の
潇
ら
.

し
た
國
民
の
利
益
；を
推
定
す
る
，こ
ど̂
>
^

^

.

.

.六

.1
;
 

. 

.
'

T

火
固
の
要
求
し
た
印
皮
逄

^

中
最
火
な
る
.
^
:

「

の
は
織
物
で
.

*

る
0

.
吾
'人
.は
こ
、
に
少
し
ぐ
當
時
の
^
于
の
變
七
を 

一
瞥
し
て
置
：き
た
い
ど
思
.
ふ
。
：；
第
十
七«

紀
の
'後
半 

に

大

な

る
. ®

化

を
^

t

T

*
 

た
.
:0
古

い

巾

廣

の

重

々

し

い

も

：の
：を
嫌
ひ
、

輕

快

な

意

氣

&

农
帽
を
好
び
や
う
に
な
：つ
た
。
英
國
の
織
奴
業
者
次

こ
. 

の
盡
な
變
化
に

‘俄
か
£

#

>

0
ご
i

M

f
 
,
 

S

外
翳
S

.

使
用
す
る
や
う
•に
な
つ
た
。
即
ち
フ
ラ
ン
ス

a

が 

適

用

さ

れ

た

。

さ

ら

に

.

】

步
進
ん
，で
云
べ
.ば
當
時
の
こ
の
流
；行

の

變

化

は

、

常

時

文

化

.の
中
心
で
あ
つ
-た
フ
ラ
ン
ス

王
朝
.

の
降
®

期
^

際
し
、
そ
の
影
■
を
受
け
た
も
の
見
る
.V

き
.

で
あ
.

ら
，
5

 

0

.然
る
，に
が
'く
し
て
フ
ラ
ン
メ
ロ
叫
の
碰 

ん
に
流
入
す
る
‘

V

S

は
英
國
の
製
造
業
渚
や
商
人
に
ど
つ
て
は
大
な
る
打
擊
た
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
終
に
そ
れ 

等
の
フ
ー
フ
ン
ス
品
排
斥
の
運
動
が
功
を
奉
し
、

1

六
七
八
年
ブ
ラ
ン
ス
ま
の
銷
及
び
リ
ン
ネ
ダ
、
並
び
に
ブ
ィ
ン
？ 

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ビ

の
輸
入
を
禁
此
す
る
に
茧
つ
た
。
英
國
人
は
か
く
し
て
フ
ラ
ン
ス
品̂
•

放
棄
し
た
。
し
か
し
彼
等
は 

直
ち
に
自
國
產
の
毛
織
物
や
絹
織
物
の
使
用
に
歸
つ
た
わ
け
で
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
品
を
_

て
た
彼
等
は
そ
れ
に
代 

る
に
印
度
品
を
以
つ
て
し
た
の
で
あ
る
9

こ
の
®

を
論
じ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
實
に
少
な
く
な
い
。

:
ニ O

u
r

 

l
a
d
y

fos 

a
l
r
.〜 v

n>r
e

 

s
e
t

 

a

 

g
'

a
d

d
i

n
p

-
.

:

A
i
tn)
r t

h
e
s
e

 

-toys 

lihev" 

r
a
n

 

a

 

m
a
d
d
i
n
g

 ;

A
n
d

 

n
o
t
h
i
n
g
-
t
h
e
n

 

-
w
o
u
l
d
u
e
a
s
o
t
h
e
i
r

 

f

p.ncie
s
.

N
o
r

 

dolls, 

n
o
r

 

l
o
a
n
s
,

 

n
o
r

 c
a
n
t
o
n

 

n
p

n
c

i
e

s
l

.

U
n
l
e
s
s

 

i
tCT
*
e of

 I
n
d
i
a
n

 

m
a
k
i
n
g
.

こ

. 

,
■ 
;
: 

•

o
p
r
i
n
o
e

 

wlltt

alr
^
T
a
i
e
,

 

1
6
9
&
?
v

 

'

か
.

ぐ
し
て
印
度
織
物
に
對
す
.

る
極
端
な
る
：要
求
が
起
り
始
め
た
の
：で
ぁ
_

る
。
印
度
品
#

如

何

作

耍

求

す

る

：や
ぅ
に 

な
a

た

か

に

就

い

て

は

D
e
f
o
e
.

そ
の
他
の
當
時
の
著
作
者
.

が
多
ぐ
.

の
T

5

J

を
語
つ
て
ゐ
る
。：
男
も
女
も
：印
度 

康

-の

布

類

殊

.

：

に
'

ギ
ャ
ラ
-コ
や
モ
ス
ジ
ン
で
作
：つ̂

も
®

:

:

を

使

用

し

て

'ゐ

/e
r

-.
o
:'
-
-

上
流
貴̂

<

の

如

き

：は

恰

も

印

度

女

王 

の
大
使
の
如
き
觀
を
呈
し
た
。
當
時
女
茁
も
王
廷
の
貴
婦
人
：も
モ
ス
、リ
ン
ビ
キ
ャ
•ス
コ

ど
を
好
ん
で
*
つ
て
ゐ
柃
か 

ら
で
あ
.

る
o

;

+

.
 

•

:

•

第
二
十11

,

卷
，

(

六
苒
七
>
 

英
勘
说
印
度
會
社
0

發
展
陆
代 

飨
5£
醜 

七
：I



第
ニ
十
ニ
翁

(

六.
艽
&

'

英
_

诋
處
像
_

.

發
羅
,

 

s

r>

跑
|>

英
國
'

だ
け
が
印
度
產
0

織
物
を
尊
重
し
た
ゎ
'

け
で
は
な
い
。
歐
洲
大
陸
の
各
地̂

輸
入
さ
れ
>

歡
迎
さ
>

 

T

:

ゐ
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
於
て
は
そ
れ
等
の
使
«

が
野
火
の
如
.

ぐ
櫥
が
つ
た
。
そ
の
、た
.

め
に
フ
ラ
ン
ス
：各
肩 

に
於
«

る
»

織

物

業

や

リ

ン

ネ

ル

業

は

多

大

‘
の

損

害

*

.

蒙
.
'£
?'

る
を
得
.

な

か

つ

た

‘？

 

|

六
_

八
.

六
年
に
.

か
0

.
 

c
o
i
b
e
l
t
-

 

が
禁
业
令
を
發
布
し
ノ
ー
時
ぞ
の
勢
を
阻
此
し
た
が
、
を
れv

j

て
も
印
度
產
モ
ス
リ
ン
や
キ
ャ
ラ
コ
を
全
然
0*
«

_ノ 

な
り
や
ぅ
に
す
る
こ̂
:

は
出
來
な
か
.

っ
，た
。
ド
ィ
ッ
、.

ス
。へ
、

ィ
ン
、
■
ィ
タ
リ
ィ
.
.等
に
於
い
•

て
’も
印
度
品
は
普
通
に 

仗
用
さ
れ
て
ゐ
た
ヵ
ぐ
の
*

く
[>
'

て
{
:
1

度
か
6

歐
洲
大
睦
に
輸
_

入
さ
れ
る
印
度
淹
織
物
は
甚
だ
多
最
に
ヒ
つ
た
。
 

從
つ
て
英
國
朿
印
度
會
*1
:

の
織
物
嫩
入
貿
：易
は
こ
の
時
期
に
於
い
て
.

著
^

f

增
加
，を
示
し
た
の
は
極
め
て
當
然
で
あ 

る
ど
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
；ぅ

.0

次
ぎ
，(:
先
.

づ
そ
れ
等
の
貿
易
の
發
展
を
實
數
に
就
：い
1:
«

察
し
て
見 

七

：
：
.

.

上
述
の
如
く
東
印
度
會
社
の
主
要
な
る
輸
入
品
は
織
物
で
：め
る
。
：次
ぎ
：に
ふ
六 

間
の
印
度
に
於
け
る
各
中
*

地

，
の

猶

出

織

物

：
の
：

--
-
*

年
平
均
數
を
見
れ
ば
、

S
u
r
a
t
.
.

 

八
海
四
千
五
^
反 

F
o
r
t

 

S
t
,

 

G
e
o
r
g
e

 

:

.

::

九
蔣
八
千
反
.

V

1

萵
五
千
反
、

_ 

: 

' 

'
 

即
ち
こ
の
七
ヶ
年
の
.

問

に

每

年

印

度

：か

ら

英

國

に

猶

入

さ

れ

：

#

織
：物

の

數

は

，

.

平

均

十

九

离

七

千

五

¥

反

で

あ

づ.
 

た

。

そ
：
の

後

羽

蘭

ヒ

の

：戰

银

中

一

時

減

.

退
し
た
^

、
戰
後
著
し
さ
埘
加
か」

，示
し
て
，ゐ
る
。.
例

へ
1

ハ
六
九
年
か
ら 

七
r

l
#'

に

至

る

：
ス
戈
，
ト

か

ら

の

：
ー
，
年

.

：个

均

，

.

は
.

前

表

ょ.
^

も

十-
六
§

4

奇

五.
|?

皮

，
を

增

加

拉

、

_

こ

ト

四^

ぢ

約

3
倍

ビ

な

つ

て

ゐ

る

ア

 

.ベ

/ 

'
,
. 

-

.

.
广

,
一.
：
. 

• 

'
'
i
r
-

ド

.

： 

'

か
く
印
度
織
物
の
英
國
に
於
け
'

る
需
»

'

が
增
加
し
た
の
で
"

TK

献
度
會
祉
は
が
ら
に.一

層
こ
れ
を
發
展
せ
し
め
ん 

.

ビ
欲
し
、

1

六
七
ニ
年U

は

英

本

國

.か

ら

燃

絲

職

人

、

‘

織
工
、〕

染
尤
等
を
眺
度
に
連
れ
て
來
て
、
土
人
必
織
I

は
英
一
：
 

國
及
び
ョ
ォ
ロ
：ッ
パ
の
市
場
に̂

す
る
や
ぅ
な
製
品
の̂

作
珙
を̂

ぺ̂

こ̂

の
ご
ビ
味
明
^

^

印
度
產
織
物
の
*

 

行
を
啟
好
な
ら
し
め
た
。
從
ひ
て
.

そ
の
險
出
を
激
增
し
た
の
は
當
然
で
ぁ
る
。
 

：

1

六
七
三—

七
八
年 

(

1
卑
，の
本
均 

I

六
八
〇
|
八
三
# 

C
I

弗
の
平
均

s
r
t
.

 

Bay. 

Surat. 

合

It

.

.

千

皮

'
.
、

 

■
 

r 

' 

.....

.

.

:

1
、

四
七
九
、
 

瓦
四
九
、
ニ
 

■分
のI

:

1
、八
七
扣
、：
：

丨

'Ml
r
^

o'j
l
n
l

分
の一

:

ニ
四
六
、ニ
分
の1

九一
、
.

ニ
分
3

-
 

■三1

一

1
、
T
1

分 
£

-

六̂:
0

-V
1

1

分
の 
T

V
 

三
、七
丸
.

肊
、：
.

I
、

八
.

ニ.1
、

.：

.：U
、

九 

へ
.;
A

■

六
 i

r

 

:
 

九
四
八
、
四
分
喔
一

:

;

四
近
2£
.

、.
四
分
め
：

7

1

-

-

'

';
''
.
'
:七
当
七
、—

1

',
■

.
1
1、

一
 

M
i
l
、)

一

即

ち

八
©
年
代
に
於
い
て
.は
一
年

 
一
^
莴
反
以
土
も
印
度
ょ
り
輸
入
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
輸
出
地
啄 

最
も
重
要
な
る
地
位
を
占
む
る
も
の
は
、
前
表
の
示
す
が
如
，く
、

ス
ラ
ト
で
あ
つ
た
。

.
,

次
ぎ
に
生
絲
に
.

就
い
て
見
る
に
、
：生
絲
«

英
國
拉
於
找
る
絹
織
物
業
者
は
を
つ
て
，必
ず
ゐ
る
程
度
の
輸
入
を
必
耍 

ど
す
：る
も
の
で
あ
る
0

こ
の
：it
業
は
當
_

相
當
重
®

視
ネ
辆

g

ゐ
た
？，

’1
:

为
五
2£

雄
の
グ
工
ス
.
.

ト
ミ
レ
，
ス
タ
ァ
條
約
‘ 

に
於
1?

て
も
特
に
こ
れ
に
つ
い
て
规
定̂

て
ゐ
る
ぐ
ら
ゐ
.

で
_

る
。K

 

.ァl

'T

諸
國
の
內
.

生

絲

の

供

.給

國

ヒ

し

で

こ

れ 

ま

で

は

、
。へ

ル

^

ァ
が
最
大
で
あ
つ
だ
。
し
か
し
.

ベ
：ル.
シ
ァ
絹
ぼ
質
に
於
い
，て
も
決
し
：て
優
秀
な
：も
0

”で
は
な
か
つ 

た
？
こ：

の
秦
十
七
世
紀
後
樂
に
於
け
.

る
願
著
な
る
現
象
，は
：ベ
が
シ
ァ
賴
輸
入
の
減
少
ビ
、
苋
印
度
龠
社
の
ベ
ン
ガ
ル 

第1
1

十n

卷

(

六
五
九)

.

英
國
艰
印
馨
ah

の#

展
時
.代 

：

m

i

 

七
罕



:

證
十
二
，卷

(

六
六
0

)

英
國
艰
印
馨
.社
め
發
展
咔
代 

第
ス
虎 

(^

於
け
ん
生
絲
事
業
の
翁
じ̂

發
展
ど
で
あ
る
。

？

：
：
'

'

、へX

ガ
ル
絹
に
對
す
名
最
初
十
年
間
の
投
資
は
極
め
て
此
一
一
細
な
も
の
で
あ
っ
た
。.
例
へ
ば
.

一
六
五
八
年

H
u
g
l
y

 

か
.

ら
ft

出
，さ
れ
た
絹
は
一
一
一
千
破
に
過
ぎ
ず
、
翌
年
：は
一
年
I-
I

梱
の
注
文
を
得
だ
が
、
H0

も
な
ぐ
三
十
棚
又
は
四
十
■
. 

に
減
®

し
た
o

し
か
も 

一̂

度
に
就
い
で
六
志
七
'

片

か

、
ら

傷

心

：
六

片

.

で

得

：ら

れ

た

時

に

限

ら

れ

て

ゐ

た

。
，
然
る
に
一

i

.
 

次
：に
增
加
の
傾
向
を
示
し
て
、
1

六
七
1

1

1

年

に

は

五

辟

八

十

梱

、

一

六

七

九

年

に

は

：
一

千

ニ

西

梱

の

多

：
き

に

達

1]
>

f

e

o
 

.

 

. 

V

V

こ
の
貿
爲
は
次
い
で
一
六
八
0

丨
一
年
か
&

ー
六
八
四
リ
五
年
酸
寒
る
五
ヶ
年̂

は
煨
も̂

^

で
ゐ
っ
で
’

前
後
、
 

に
そ
の
比
を
厨
な
い
ぐ
ら
ゐ
で
あ
つ
な
。
即
ち
全
部
で
-

棄
八
韦
七
西
#

に
達
し
た
ゎ
た
*

こ
の
tt

算
は
.

會
社
自
身
. 

の
で
は
な
い
。
不
幸
に
し
て
會
社
_

の
計
»

は
明
瞭
で
：な
い
。
し
か
し
こ
れ
等
：の
年
に
，ベ
ン
ガ
ル
に
送
ら
れ
た
貨
幣 

額
が
著
し
ぐ
大
で
あ
つ
た
S

を
見
れ
ば
、c

o
s
s
i
m
b
a
z
a
r
'

td.
a
l
l
a
s
o
r
e
,

 

H
u
g
l
y

等
に
於
^

 

る
投
^
の 

興
常
に
.

多
か
つ
た
こ
ど
を
示
す
も
の
ぞ
云
へ
る
で
あ
な
う
；P

又
こ

の
貿
易
の
利
益
が
顧
る
大
节
办
づ
た
こ
ど
は
、

一

六
八

一

年
會
社
は
嚴
重
な
る
幾
令
を
發
し
て
、
獨
占
を
維
持
せ
ん
ど
し
た
こ
ヒ

^

依
づ
て
も
推
測
す
る
こ
ど
が
出
來
：
 

を
だ
ら
う
。 

m
 

,. 

,

し
力
し
か
く
の
*

き
莫
大
の
輸
入
を
何
時
ま
で
も
維
持
す
る
こ

^ :

は
^

可
能
で
あ
つ
た
。
ベ
ン
ガ
ル
帝
國
の
敬
者 

は
先
づ
こ
の
贸
為
を
減
退
せ
し
め

/2

。
し
か
^

な
；ほ
：|

六

八

六

年

か

：ら
、
1

六

八

八

举

に

至1 '
:『

¥

年
办
問
は
：四

^

八 

百
玉
十
梱
の
取
引
が
あ
な
た
。
歐
洲
に
於
け
る
戰
哦
は

v

ン
ガ
ル
絹
の
.需
：製
^ .

增
加
し
た
や
う
で
あ
る
。
即
ち
フ
ラ 

ン

ス

戰

部

は

ト

グ

コ

ど

の

贸

易

を

祖

止

し

た

が

ら

で

ぁ

る

。
從

：つ
て
一
六
九
三
年
せ
，九

.
«
‘年
5

は
べ
ン
ガ
ル
の
柬
印

度
會
齔
商
館
は
出
來
る
跟̂
'

多
A

の
11

を

得

ん

‘
、
、
し
.し

て

努

力

し

た

。

然

を

に

多

<

 

の
努
力
に
拘
ら
t-
'

そ
の
後
は
歐 

洲
の
戰
働
ヒ
會
社
の
財
政
.

的
藤
雛
ミ
に
.

依
つ
て
、'
著
し
ぐ
減
返
し
、

' 

ー.
七
.

〇
0'

年
ビ
一
七
O'1

.

年
ど
を
除
き
、.
そ
の 

輸
又
は
極
め
て
少
な
か
つ
た
。
僅
か
に
三
西
棚
€

四
.

百
梱
の
問
を
前
後
す
る
に
：過
ぎ
す
、'
殊
に
一
七
0

六
年
か
ら
：
1
 

七

I

〇
年
に
至
る
®

年
間
の
如
き
は
、

、へ
ン
ガ
火
、
支
那
、
恐
ら
く
。へ̂

シ
ア
か
ら
の
輸
入
.

を

合

せ̂：
も

、

な

ほ

I

 

牟

瓦

梱

：
に

過

ざ

ぬ

有

-

で
ぁ
.

つ
た
0

\

. 

.

'

印
度
ょ
り
轍
入
ざ
れ
た
を
の
他
の
麻
品
に
就
い
て
詳
述
す
る
こ
ど
も
？
多
ぐ
の
興
味
.

ぁ

る

問

題

^

提

供

す

る

s

M

 

ふ
が
、
こ

、
.

に
.

ば

餘

：裕

於

：與

：

r

ら

れ.
て
な
い

「

か 

r

瞥

す

も

に

；
止

め

.

て
置
ぐ
。

印
度
の
主
要
な
な
輸
敗
品
迄
し
で
擧
げ
ら
る
、
も
の
に
胡
椒
^

ぁ
な
ヤ
英
國
は
>

ン
タ
ム
並
：̂

輸
入
し
て
ゐ
た
が
、
六
十
年
粑
以
_

了
フ
.
.イ
.

て
：̂

1

六
长
ニ
年
.

が
ら
八
へ『

苹
の 

十
年
^

に
四
、
〇

八

五

、

1

1

5

-

八
$1

度
の
胡
椒
が
來
印
度
會
社
の
：手
を
通
じ
て
英
國
に
輸
入
&

^

ゐ
たp

即
ち
そ
れ 

以
前
の
ー
ー

1

十

年

代

に

は

十

年

間

に

苜

五

十

，與

封

度

、
ー
六

^

年
代
^

ば
ー. 
一
® '

萬
封
度
に
過
ぎ
な
か
つ
■

.

の
に
比
®
ず
れ 

ば

、
著
し
い
。
增

加
で
ぁ
.

る
ミ
云
は
.

な
_

れ
ば
.

な
ら
な
.い
o

勿
^

取
ぐ
の̂

ぎ
-6

«:

の
胡
椒
が
英
國
に
'於
い
て
全
部
導
 

费
お

と

は

思

は

れ

な

い

。
即
ち

J

,os
i
a
l
l

 

C
H
S
:

に
依
れ
ば
.そ
の
二
十
分
の
一
が
國
内
に
於
い
て
消
费
さ
れ
た
に 

過
ぎ
な
い
こ
^

に
な
る
：

S
、

多
ぐ
6

も
恐
ら
ぐ
十
分
の
一
を
出
で
ず
、.
他
は
歐
洲
大
陸
に
洱
_
出
さ
れ
た
も
の
で
ぁ 

ら
'

ぅ
。：
胡
椒
の
英
國
輸
入
«

益
..：
增

加
す
る
傾
向
.が
ぁ
：つ
H
 

.

.

「

六
九
八
尔
か

ら
.
一，，七
0
 

ニ
弗
に
.

苗
る
新
«

兩
印
度 

贸

爲

會社
I

の
競
翁
激
甚
な
.

五
年
間
に
は
實
に
.一：：

¥

七
®

 

ロ
ン
.
、
ド

ン

に齎
さ
れ
て
ゐ
る
。
か
ぐ
の

第

二

十

二

卷(

六
六
！)

英
國
來
印
度
會
社
の
發
展
時
代
：
 

. 

第
五
.挪 

t



.

饿
ニ
十
一
.

*

(

六
：
六
：
こ

 

>

.

.

.典M

來
1

苽
會
社
の
發
展
.時

代

'

'
 

.

露

號 

左

？

如
#

这

賴
0:

轍
入
は
以
つ
て
.マ
グ
バ
ァ
W

沿
岸
地
方
め
胡
椒
無
镟
藏
な
る
こ
ビ
を
證
す
厶
も
の
で
あ
る
。

' 

一
六
九
九

年
0

如
ぎ
ば
一
年
で
一
九
、
六1.1

K
ic
-X
:

ハ1

〇
封
度
を
輸
入
し
て
ゐ
る
。.
、
全

ィ

英

國

商

業

史

上

稀

有

の

こ

V
J
.

で
あ
.る
ィ

し
か
し
こ
.の
狀
態
む
決
し
.て
永
續
，し
た
'̂

の
で
は
な
い
。：
そ
の
後
‘|

七
一
〇
年
支
で
の一

年
の
弗
均
輸
入
湖
は
]-
|

,.
1

十
2|
:

择
步
4

で
.
あ
.<>

把
'.

、
こ
れ
_等
の
三
务
0.

ニ
.
.が
'
{
2
:
;1

か
、̂.
來
.
た
の
.で
、
他
.

^

2

3

8

0

1
§
.

か
&

艰
«;
0
へ

:

第
十
七
他
紕
後
半
に
於
け
る
新
商
品
味
茶
で
あ
る
0
.
.茶
は
普
通
一
六
六
〇
年
以
前
に
.
は
英
印
質
凝
中
に
、
殆
贫
現

れ
-

V

ゐ
な
い
' 

o

然
る
に
そ
の
後
®

十
年
間
R

翁
歡
に
發
展
し
て
來
た
。
茶
を
英g

に
輸
入
し
た
の
は
ー
雜
で
あ
る
か
，

又
何
時
で
あ
る
か
ぞ
会
：ふ
問
題
|&

就
い
S

何
等
直
接
の
、確
證
は
な
い
。
し
が
し
こ
れ
を
利
益
の
多
い
贸
易
の
對
象

物
过
し
た
こ
く
に
就

：い

て

は

，東

：

g

度
.

#
社
の
.
功

*

だ

大.な
-
‘る，も
の
が
：
あ.
'令
。
東
印
度
會
祉
が
始
め
て
茶
に
投
*
す
る

や 
>フ
に
：な
づ
た
の
は
-

六
六
.五
.年
it

臺
»

及
。ひ
.ド
ン
，や
^

 ̂

」

：六
六
4;

卜
八
：
#

に
、パ

ン
タ

ム
の
代
理
底
が
奪
か
翁
封
度
の
最
度
0

茶

(
t
e
y

 3

^

s
io
'

A,
.
ビ
欲
し
た
。そ
し
て
最
刺
ぼ
パ
ン
夂

A

か
、
b'
_
^
さ

れ
た
0
:
は

I

六
六
九
年
で
砰
四
屮
1
1襄
^

に
過
ぎ
な
か
つ
.
た
。
各
の
後
三
碌
間
は
菱
辟
四
十
为
封
^

以
上
輸
入
？
れ

た
が
、
次
ぎ
の
六
年
間
は
中
絕
し
て
ゐ
た
，。
八
十
年
代
の
最
後
の
三
ヶ
年
間
に
五
：千
五
十
七
封
度
の
輸
入
を
見
た
。

然
る
に\

ン
タ
ム
一
に
於
げ
る
騷
擾
は
-J

の
愈
耍
な
ら
ざ
る
事
歎
を
中
止
さ
せ
て
し
ま
つ
た
。
し
か
し
こ
の
問
に
英
國

の
貴
族
階
級
の
問
に
一
茶
を
飲
用
す
が
嗜
好
が
次
第
に
盛
ん
に
ft
:つ
て
.
來
た
。(

從
0

士
觉
&

度

會
*|
:

の

當

事

者

が
#

入
に
努
力
し
始
め
た

oへ
.そ
の
結
染
r

ハ
八
五
年
か
ら
一
七
〇
0,
.年
(:
'
-
:至
：る
十
.
六
年
問
.
に
一
.
ー.六

六

、
六

〇

：

|
.封

度

、

即
：ち

平

均

一

六

、
六

.六

ニ
.封
度
の
輸
入
を
見
る

.
に
至
つ
た
.。
第
十
八
世
紀
の
初
め
に
す
で
に
茶
の
飮
用
は
一
般 

S

通
の> J

.
i

に
な
つ
.
て
し
ま
つ
たO

勿
論
茶
の
値
段
は
敗
し
.て
安
{

は
な
か
つ
た
，。『

六
七
ル
I

八
六
尔
嗔
曾
ft
.

の

服
'

賣
値
段
は4

封
度
十

1

志
六
-

ル
か
ら
十
二
志
四
片
で
ぁ
つ
.

た
.

.01

七
〇
八
年
か
ら

1

七

1

〇
年
に
ほ
茶
の
轔
入
«

 

が
高
举
に
な
つ
た
に
も
拘
ら
ず
。：
一.
封
度
十
1

士心
，十
1

:

片
で
ぁ
つ
.

た
。
こ
れ
は
‘

ー
つ
は
.

輸
入
額
が
以
前
ょ
>
も
ず
つ 

?

增
加
じ
.

#

、
め

で

ぁ

ら

ぅ

。

.

即

ち̂
^

七
.

3
1

年
か
ら
'

!

-

七
一
〇
年
に
至
る
十
年
間
に
輸
入
さ
れ
た
茶
•

は
.

七
八
六
"
. 

三
.ニ
六
封
度
1

こ
れ
务
前
嵐
の
十
ギ
年
問
の
輸
入
額
に
比
¥

れ
ば
、
平
均
し
て
，五
倍
に
達
し
.

て
ゐ
る
。

.

;

茶
：
^

!

1

く飮料ビじてれ

^

の
ば
跏
琲̂

ぁ
る
。

.

し
か
し
，珈
琲
は
決
し
rc茶

：：

の
や
ぅ
に
、
#

激
ね
.

1

般
：
 

に
普
及
す
る
ビ
考
ふ
ゎ
け
ー
に
は
ゅ
か
な
か
つ
た
。
し
か
し
漸
次
ば
增
加
の
傾
向
を
有
す
る
こ
ど
次
ぎ
の
如
く
で
あ

i

六
六
九
年
'ペ
ぺ 

：

ニ
〇
0 :
梱
:

.

.

.

-

■

一
 

六

七

〇
.丨
七
，

r

雄
V

.

,

 

'

三
.〇
0:
捆

(

一
芈
乎
均>
 

一

……

■;

.'

-

s

o

f

 

R

.

 

-

V

-
',
':
:;?

 

• 

:

:

'

:

I:
ハ
七
六
-
七
^

-
''
:

;

::

■

「

：

三

〇

〇

梱(

同

.

)

■■
;

:

:;

ハ
七
八—

七
丸
年v

ベ

:
'
:r

 

)

.

ニ 

六
八
〇—

i

l

¥

:

:

: 

'六 

P

O.烟 

9

:
 

V 

:

— 

. 

'
 

:

::
:
ハ
八
一
5
 

I 

ニ
〇
〇
梱

.

九

： 

.

 

V
 

"

以
上
•

岳
人
は
：魂
國
柬
脚
■
會
社
が
氣
十
七
世
紙
振
半
に
於
い

て
急
激
に
發
展
し
來
た
事
！T

 

#
:
び
に
そ
の
輸
出
入 

の
狀
雜
が
如
何
な
る
も
0;

で
ぁ
つ
た
か
を
大
體
«

察
し
終
つ
た
。
そ
こ
で
设
後
に
少
し
く
こ
れ
等
の
印
度
贸
易
に
對 

す
る
英
齓
人
の
態
敗
"

並
び
に
そ
の
影
戳
に
就
い
.

て
略
述
し
て
こ
の
稿
を
終
り
た
い
ビ
姐
ふ
。

：

，

、

：

第
ニ
十
1

.S(

六
六
:@
淡

_

敗

印

響

釉

の

毺

诞

塒

代

 

：

第五

: ^
七
七



#

ニ
十
二
#

へ
六
六，
&

 

'苑
國
盘
昵
會
蚍
の
镟
展
昤
代 

蜜

鍊

む

、

近
4:

初
姒
に
於
し
て
次
國
8

濟
生
活
.

の
中
心
を
な
す
‘

も
の
は
毛
織
物
業
で
あ
る
。
從
つ
.
.

て
東
印
1

貿

篇

の

1

出̂
 

ど
丄
て
毛
纖
物
が
第
ー
位
に
あ
る
は
常
然
な
こV

J

で
あ
る
o

.

從
つ
て
一
般
に
毛
織
物
業
.

が
®

要
視
さ
れ
て
ゐ
た
。
政 

府
は

$

に

こ

0 ;
&

級

'0
利
益
を

.-
«

議

し

ょ

う

ど

し

、

そ

の

政
策
も
、

對

內

•

對

外
、
何
れ
に
於
い
て
も
•

こ

の

康
業 

の̂

益
を
考
慮
す
る
こ
ど
甚
た
大
で
あ
つ
た
。
如
何
な
る
賀
為V

J

雖
も
、
こ
れ
^
阻
害
す
る
や
う
な
も
の
は
禁

と

し

 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ゼ
考
へ
て
ゐ
た
。

毛
織
.物
'(
:

次
い
.

で
柏
絹
織
；物
で
あ
る
：。：雒
人
も
知
る
の
伽
<
、
絹
の
原
料
は
：英
國
_

は
出
來
な
い
。
し
か
し
前
®

 

の
如
i

央
國
內
に
於
け
る
絹
物
の
需
要
は
次
第
に
.

大
に
な
つ
て
來
て
ゐ
た
。
幸
に
フ
ラ
.ン
ス
新
敎
徒
が
ナ
シ
ト
の
边
：
 

令
の
廄
止
ビ
共
に
英
國
に
渡
來
し
た
。
彼
等
は
こ
0

麵
0

輕
い
.

織
物
に
優
：秀
な
る
技
倆
を
有
し
て
ゐ
た
。
か
ぐ
し
T - 

.

英

_

に

於

い

て

も

優

鼓

な

る

絹

«

物

が

生

，產

さ

れ

る

，や

う

；に

な

つ

た

0

前

述

の

如

ぐ

印

度

、
の

主

耍

な
 

の

織

物

に

あ

：つ

た

.

東
印
度
賀
易
が
最
初
に
遭
^

し

だ
0

々
な
'

る
困
難
：は
む
し
ろ
こ
れ
等
の
il
l

内
の
辦
情
に
あ
つ
た 

.<
1

云
つ
て
ょ
い
。
來
印
度
會
：社
は
將
に
發
族
»3

に

際

：；し
て
、

國

内

む

於

け

る
.：

主

要

な

：
る

注

產

物

ビ

印

度

か

ら

の

主

要

， 

な
る
輸
入
品
ど
の
調
和
，に
苦
：し

ん

ボ
.0

で
あ
る
。

英
國
に
於
け
る
織
物
業
者
«

: »

次
に
，自
家
產
業
の
«

議
の
た
め
に
、
適
當
な
る
政
策
を
採
用
せ
ん
こ
ヾ」

を
%

^

す 

る
や
う
に
4

つ
た
U

次

第

に

'各

階

級

が

結

A

ロ
し
て”

卿

度

麗

；物

質

：易

に

：對

抗

す

る

保

|1

政
策
を
耍
求
す
る
や
う
に
な 

つ
た
。
前
述
の
如
ぐ
英
爾
齑
毛
*

物
ぬ
多
顧
に
.嫌
出
さ
れ
て
ゐ
た
ド
も
拘
ら
す
、
印
度
品
に
•對
す
る
排
斥
は
强
ぐ
な 

つ
て
'

來
た
ド
‘

し
か
-

し
こ
办
が
_

會
を
通
：過
し
、
實
施
§

る
.

\

ま

で

.に
は
祁
常
の
ハ
キ
限
を
必

.

要
ど
し
た
。
一
六
七
五
ド
に 

::
0

間
遛
は
：始
め
て
議
會
:(
:

提
出
さ
れ
た
.

が
、
康
だ
，」

れ
が
適
當
な
法
徘
ど
し
て
效
*

を
生
ず
る
(:
.

は
至

ら

な

か

つ

印
度
の
絹
及
び
キ
ヤ
ラ
コ
の
輸
入
に
對
す
る
不
平
は
次
第
に
高
ま
つ
て
a e

/2
。

-

w.n
g
i
a
n

化s
 

A
l
m
a
n
a
c

ご
に
依 

れ
-

ぱ
、

T

六
七
四
年
は
印
度
靡
キ
ヤ
ラ
コ
が
英
國
庞
布
帛
を
腿
倒
し
た
絕
頂
期
で
あ
っ
-

た
ミ
の
こ
く
で
あ
る
。
同
時
：
 

に-

-
G
l
o
u
c
e
s
t
e
r
s
h
i
r
e

及
^

W
o
r
c
e
s
t
e
r
s
h
i
r
e

の
あ
る
織
物
商
於
印
度
織
物
に
反
對
す
る
最
初
：

G

請
願
を
議
會
に
提 

出
し
/a
o

チ

ヤ

ィ

ー

ド

に

：依

'

れ
ば
こ
れ
は
東
印
度
會
社
に
對
じ
不
平
を
有
す
な
惡
意
：あ
：る
：僩
人
が
、
も
し
ぐ
は
英
國 

の
會
社
に
對
し
反
感
を
有
す
ふ
土
洱
古
，
又
は
他
必
外
國
の
會
社
か
ら
肫
胳
を
受
け
/2

.者
が
な
し
た
に
過
ぎ
な
い
琴 

な
し
て
ゐ
る
。
勿
論
こ
0

請
藤
か
ら
は
直
接
：に
：何
等
の
結
果
を
も
生
.

じ
な
か
つ
た
こ
せ
前
述
0

如
く
で
あ
る
。
し
か 

し
な
れ
を
導
火
ヒ
し
て
こ
、
に
多
ぐ
の
.

讅
論
を
生
す
る
に
M

 

&

、

. 

§

度
會
.

社
は
®

力
ご
れ
が
辯
^

に
#

カ
し
た
。 

T
K
o
m
a
s

 

?

3

で
日§
 

,

は
ー
六
<

 

o

n
 &

s
t

 

I
n
d
i
a

 

穿

a
d

ヴ
；
を 

S
i
r

 

J
o
s
i
a
h

 

C
h
i
l
d

 

は
そ 

れ
ょ
り
も̂

ぐ
、
文
.

ょ
.
6
■

周
到
に
、
一
六
八「

年
に
=

>

m

T
r
a
d
e

 

t
h
e

 

m
o
s
t

 

N
a
t
i
o
n
a
l
^

 

を
.

著
し
，
何
れ
.

も
印
度
質
易
擁
說
：に
努
カ
4

.

た
。
今
こ
れ
等
の
：辯
.

譲
論
並
び
に
反
對
論
を
一
々
檢
討
す
る
餘
裕
も
.な 

く
>
 :

又

こ

、

で

は

間

題

：外

で

あ

：气

要

文

る

に

そ

0

後

漸

次

：
に
：英

國

.

毛
織
物
業
の
保
：課
は
1

强
ぐ
な
ぅ
、
他
方
印
度
織
：
 

物
は
過
重
な
る
輸
入
稅
；に
依
っ
て
抑
腿
さ
れ
て
來
た
。

'

:

元
來
國
王
の
.

随
稅
は
继
來
«

國

内

囊

の

：保

護

ビ

云

ふ

ょ

>
气

圭

で
あ
づ
た
。
，然
る
に
議
#

0

手
に
81
^

權
が
_

る
ピ
共
に
著
し
<

保
«
^
_
.
に
傾
ひ
た
。
一
六
六
〇
年
以
前
印
度
キ
ヤ 

ラ
ゴ
«

靡
.

に
從
檟
税
五
分
を
-

様
に
支
拂
は
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。然
る
に
王
政
復
皿
ハ
，

(
R
e
s
t
o
r
a
t
i
o
n
)

の
.際
チ
ヤ 

ア
ル
ぎ
1

他

に

、
英

國

に

输

入

：§

咚

る

：ず

.

ベ
て
の
、リ
ン̂

\

に
そ
れ
以
上
の
稗
を
.課
す
る
こ
せ
を
議
#

は
承
認
し
た
。
 

笫
ニ
十
1

5

 

(

六
六
五)

英
廣
印
度
食
耽
.

の
發
M

時
代
：
 

節
艽
號
:

七
九
丨



第
二
十一

:
1

卷

(

六
六"
六)

.

.

:茶
國
來
：印
度
會
眯
の
錢
展
時
代

 

I

#

A

o

 

そ
の
中
に
は
キ
ヤ
ラ
.

コ.
.

も
.

印
度
_

も
含
ん
.

で
ゐ
.

た
:°

東
印
度
會
11
:

は
キ
、ヤ.
ラ
.

コ
は̂

V

ン
ネ
，
に
あ
ら
す
ど
し
て
'故
障 

を
中
出
_

た
が
，
當
局
は
こ
れ
を
認
め
な
，か
つ
た
。.
そ
こ
.

で
そ
§
.

後
キ
ヤ
ラ
-

コ
は
1

.

反
に
：つ_
い
：
て

九

片

，が

1

ニ
志
の
税 

を

拂

は•§
れ

た

。
.

勿
論
そ
れ
で
も
東
印
度
會
祉
は
キ
ヤ
ー
フ
.
.

コ
：の
原
«
.
が
安
か
つ
た
か
ら
和
當
の
利
益
を
擧
げ
ズ
こ
ビ 

は
出
來
た
。
か
0

印
度
品
は
前
述
1

の
如
ぐ
、
.
.

一.
般
に
好
ま
れ
て
ゐ
た
か
ら
、
こ
の
關
稅
は
殆
ざ
保
辑
の
役
は
な
さ
な 

か
.

つ
た
。
 

' 

,

ぃ

然
：る
に

.
1

六
八
通
雄
ざ
ら
に
議
會
は
す
べ
て
の
東
印
度
が
ら
齎
さ
れ
る
キ
ヤ
ニ
フ
rT

、
印

廣

ソ

ン

ネ

絹

^
を
の 

他
の
織
物
は
從
價
稅
一
割
の
附
加
税
を
承
認
.

じ
.セP

■

こ
の
！
！
税
の
固
的
は
ー
方
ジ
ヱ，
ム

ス
：
二

世

の

モ
.

ン
マ
.

ゥ
：
ス
；
候
( " 

對
す
る
戰
費
を
撚
出
す
る
，{':
.

あ
つ
.

た
が
、
虫
^

し
て
は
國
內
織
物
業
の
保
.

議

.に

あ

つ

た

こ

ビ

は
疑
ひ
#

な
'

い
。：
こ
の 

課
®

は
.1

我
九
〇
.

取
ま
で
0

.

煢
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
時
に
な
づ
.

て
も
廢
止
さ
れ
す
、
却
つ
て
こ
れ
を
薇
定
じ
、
さ
ら 

.に
；倍
加
し
た
6

ハ

.

.

.

.ぃ：バ
；)

サ

-:
:
‘

;;
v

: 

■

パ
か
ぐ
の
如
ぐ
幾
度
も
の
課
稅
，に
依
つ̂

、'
印
度
ギ
ヤ
ラ
コ
-

や
絹
0

使
用
は
幾
分
か
減
退
は
し
.

た
が
、
本
來
こ
れ
等 

の

坐

證
■

安
働
#

あ
，る
た
め
、
容
易
：に

稅

領

擬
ff
i

'

し
得
、
.

す
で
に
上
述
し
た
る
如
ぐ
、
、
他
'

の
事
情̂

依
つ
て
減
；
 

退
は
し
た
が
、
依
然
^

し
て
減
入
さ
机
^

ゐ
た
の
で
あ
る
。.
即
ち
今
吾
人
が
問
題̂
'

し
て
ゐ
る
第
十
七
10

:
^
^
^
卩 

於
い
て
は
、
印
度
產
織
物「

が
多
卿
に
英
_

に
«

入
さ
れ
て
ゐ
な
晚
代
で
あ
る
。
こ
の
問
題
が
如
何
_

解
決
さ
^
ね
が 

又
印
度
に
流
出
す
る
金
_

|>

對
す
る
間
題
の
如
：き
.

は
，
さ
ら
に
：後
期
に
於
.

い
て
論
せ
ら
る
‘

べ
き
問
題
で
あ
る
。
ふ
:
;
;

- 

:

:〉

：(

昭
利
兰
艰
即
对
ニ
十
三
=

:

稿)

パ.

...'.

勞

麵

科

學

の

出

發

S
-
,
;
,

.

,

—

能̂
率
問
題
に
對
す
る1

批
評
-

翁 :

林

m

, ^

». IA

十
九
#

紀
は
機
械
學
の
懈
代
で
あ
6

、
一
 一

十
世
紀
は
心
理
學
の
時
代
で
あ
る
？.
.

前

低

紀

は

吾

々

の

物

質

界

に

；
對

す 

る
知
識
ど
其
れ
を
吾
々
の
目
的
に
役
立
た
し
め
得
る
吾
々
の
力V

J

に
：於
.

て
：異
常
な
る
發
達
を
示
し
たo

之
れ
に
對
し 

て
：：

今
世
紀
は
恐
ら
.
.ぐ
人
間
性
，に
關
す
る
吾
の
知
：麵
.

ヒ
其
れ
を
菩
々
©

福
祉
の
た
め
に
利
用
す
る
五
2

0々

カ
マ
し
に
於 

て
同
等
の
發
腿
を
示
す
で
あ
6

ぅ
o
'生
康
上
'

に

於

け

る

機

械

の

，發

明

改

a
f

、
過
朱
の
經
濟
生
活
に
興
常
な
る
.：變
化 

を
齋
し
た
ゼ
同
じ
ぐ
、
座
產
上
：，の
.人
的
要
素
，に
關
す
名
吾
々
の
新
む
き
鈿
a

iヾ

の
應
用
ビ
は
未
來

：
の
.
經

濟

生

's
vt 

對
'

し
て
.

願
著
な
る
變
化
.

を
'潇
すy

充
分
，で
あ
るV

は
屢
C
心
理
學
漭
の
口
に
す
る
所
で
あ
.る
。

蓋

し

過

去

の

淹

業

活 

動
に
於
て
世
の
多
く
注
«

を
藤
き
し
所
-«

主
ビ

し
て
生
產
上
の
物
的
手
段
に
關
し
、
典
の
人
的
®

素
.に
»]

す
る
2

 

は
.不
幸
に
も
願
み
ら
る

iゝ

^

少
な̂

し
て
過
ぎ
た
。
然
.か
も
最
近
時
に
於
け
る
能
率
問
題
の
考
究
は
、
生
產
に
於 

て
最
後
に
最
も
$

耍
な
^
も
の
が
機
械
で
は
な

.ぐ

し

て

機

械

を

利

用

す

る
人
間
に
あ

る

こV
J

を
明
か
に
し
た
？
然
ら 

ば
か
く
考
へ
ら
れ
た
る
人
間
の
活
動
を
左
右
す
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
。
此
處
に
f/
g

«
問
題
は
生
逄
上
の
人
的
喪
素 

に
關
す
る
心
理
學
的
ー
若
し
ぐ
は
生
迦
學
的
硏
究
の

必
要
を
認
む
6

に
室
つ
た
。
泓
は

此

..の

新

方

而

の

心

理

學

的

詻

硏

•
第

|
1

十

二

怨(

六
六
七

)

勞
.
科
學
の
相
發
點

 

八
十


